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地域とともに歩み続けた白高と白女

登 録 年 度
鑑 札 番 号平成　　年度第 号 更新　・　新規 受付整理№．

※記入不要

申
フ リ ガ ナ

込 者氏名 電話 自 治 会 名

申込者住所 鑑札の有無 有　・　無

犬 の 種 類 犬の名 犬 の 体 格 大・中・小

犬の生年月日 　年　　月　　日生 性　別 オス・メス 犬 の 毛 色

そのほか、犬の特徴となる事項

平成 22 年度

犬の登録・
狂犬病予防
注射申請書

●記入漏れのないようお願いします（システムに入力するためすべて記入してください）。
●２頭以上飼っている場合は、用紙をコピーするかメモ紙に上記の内容を写して記入し、ご持参ください。
●必ず鑑札もご持参ください。申請書の記入漏れや、鑑札を持参されない場合は、受け付けが後になることがあります。

■狂犬病予防注射　問診票（健康チェック）※注射前に必ず記入してください。
　　会場では、健康な犬のみ注射できます。問診時の参考にしますので、該当する項目に○をしてください。
１　現在、愛犬に体調の悪い所はありますか？･･････････････････････････････････････　はい　・　いいえ
２　現在、何か治療を受けていますか？････････････････････････････････････････････　はい　・　いいえ
３　生理中・妊娠中・授乳中ですか？･･････････････････････････････････････････････　はい　・　いいえ
４　１カ月以内に、ほかの予防注射を受けましたか？････････････････････････････････　はい　・　いいえ
５　狂犬病ワクチンや混合ワクチンで、副作用が起こったことはありますか？･･････････　はい　・　いいえ

平成22年度　犬の登録と狂犬病予防注射を行います
　狂犬病予防法の規定により、犬の登録と狂犬病予防注
射を裏ページの日程の通り行いますので、最寄りの会場
で注射を受けられますようお知らせします。
　なお、平成７年度以降に一度登録された犬は注射のみ
となり、未登録の犬は登録が必要となります。
１．対象犬　生後91日以上の犬
　　　　　　（番犬・猟犬・座敷犬など、すべての犬）
２．経費　◎平成７年度以降登録済犬 3,020円
　　　　　◎未登録犬（新規登録） 6,020円

【新規内訳】注射料　3,020円
登録料　3,000円

　　　　　◎犬鑑札再交付 1,600円
※犬の登録と狂犬病予防注射は、狂犬病予防法により義
務付けられています。

　死亡届（印鑑必要）や登録事項の変更届は、市生活環
境課に届け出ください。また、予防注射の際、会場での
届け出もできますので手続きをお願いします。
　飼い犬が数年前に死亡し、未届の方が見受けられます。
同様に届け出をお願いします。

●下記の申込書と問診票を必ずご記入の上、犬鑑札と一
緒に会場にご持参ください。
●会場には、犬を制止できる
方に連れてきていただくとと
もに、事故などを防ぐため係
員の指示に従ってください。
●注射の手順は、①獣医師の
問診→②注射→③申請書受け
付け・料金の支払い→④注射
済票受領となります。
●フンの後始末をする道具を
持参し、フンをした場合は必
ず処理してください。

●集合注射の日程が合わないなどで注射できない飼い主
の方は、指定動物病院で注射を受けてください。
●指定動物病院には、電話で予約し申請書と問診票に記
入の上、犬鑑札と一緒に持参してください。
●料金は、狂犬病予防注射料金のほかに、個別注射料が
加算されます。詳しくは、指定動物病院に直接お問い
合わせください。
※例年６月に一度実施していました集合注射の追加は、
本年度からは行いません。４月の集合注射の日程が合
わないなどで注射できない飼い主の方は、指定動物病
院で注射を受けてください。

 問生活環境課　☎22-1314

　この２年間、白女の校長をさせて
いただき、生徒からたくさんのこと
を教えてもらいました。特にこの一
年は、女子校として最後の年という
ことで、一つ一つの行事を思い出深
く終えることができました。
　生徒たちも、一生懸命やることを
通して、白女が受け継いできた伝統
や精神、そして白石の中で果たして
いる使命というものを、十分に感じ
て誇りを持って卒業し、１．２年生
は統合校にいって新しい学校をいい
ものに作り上げてくれるものと思い
ます。
　伝統ある白女最後の年に、校長を
務められたことを誇りに思います。

　99年の歴史の中で携わった多くの
人たちがいます。自分自身も白女の
卒業生であり、保護者ということだ
けでなく、人一倍熱い思いで学校の
ことを思っています。
　５年前に白石高校との統合の話が
でたときには、信じられませんでし
た。しかし、時代の波には逆らえず、
統合という結果になりました。建物
はなくなりますが、白女という名前
は永遠に残ります。同窓生をはじめ、
先生方や保護者の皆さまなど、たく
さんの人たちの思いが詰まった白女
は、統合により形としてはなくなり
ますが、私たちの心の中にはこれから
もずっと残っていくものと思います。

　私自身が白女に通っていたとき、
女子だけということで勉強と部活動
を、精いっぱいできる環境であった
と思います。
　卒業式の生徒たちのあいさつに、
「後輩たちも先輩の背中を見て」と
ある通り、目には見えない校風、伝
統があるのだと感じました。
　そして、伝統を持ちながらもその
ときそのときで、生徒たちの持ち味
を生かして校風にしばられず、そう
かといって自由すぎず、規律を守り
ながらやってこられた学校じゃな
かったかなと思います。
　白女は、本当に素晴らしい学校で
あったと誇りに思います。

白
石
女
子
高
等
学
校

白
石
女
子
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

大大お
お
ぬ
ま

お
お
ぬ
ま沼沼　　

弘弘ひ
ろ
ひ
ろ

子子ここ　

さ
ん

　

さ
ん

白
石
女
子
高
等
学
校

白
石
女
子
高
等
学
校

同
窓
会
長

同
窓
会
長

吉吉よ
し
む
ら

よ
し
む
ら村村　　

昌昌ま
さ
ま
さ

美美みみ　

さ
ん

　

さ
ん

白
石
女
子
高
等
学
校

白
石
女
子
高
等
学
校

第第
3030
代
校
長

代
校
長

須須すす

藤藤と
う
と
う　　

亨亨
と
お
る

と
お
る　

さ
ん

　

さ
ん

　閉
へい

塞
そく

感に満ちた今の時代の空気に
飲み込まれ委縮せず、伸びやかに
チャレンジすることを希望します。
　高い志、広い視野、深い思考力、
自ら難しいことにチャレンジするよ
うな積極的な姿勢でなければならな
い。白高の校訓はまさにそうした姿
勢をはぐくむものです。
　男子校最後の卒業生である皆さん
には、これからもぜひそうした気概
と姿勢を保ち続けてもらいたい。ま
た、保護者・ご家族の皆さまには心
より感謝します。卒業生皆さんの将
来のご多幸をお祈りします。

　卒業生の皆さん、そして保護者の
皆さん卒業おめでとうございます。
　最後の年を思い出に残る年にしよ
うと、さまざまな行事で皆さんは頑
張りました。残念ながら統合します
が、今回の統合も白高の長い歴史の
中の１ページに過ぎないと思いま
す。私が白高に通っていたときは、
制帽の自由化が騒がれ、２年下の代
で制服が自由化されました。
　過去の歴史をたどっても、いろい
ろな変遷があります。世の中がどん
なに変わろうと、自信を持って皆さ
んの将来を切り開いてください。

　私が高校生のときは、仙台一高や
二高にも負けない気概で学生生活を
送っていました。部活はバスケット
ボール部で弱かったですが…。
　卒業生の皆さんは、羅針盤のない
21世紀を泳ぎきっていかなければな
りません。私の恩師が「人生をいか
に努力し、いかに精いっぱい生きた
か、それが人生の勝利者か否かに分
けられる。このことを胸に抱いて頑
張れ」と言いました。これが白高の
校訓である「自

じきょうやまず

彊不息」です。この
精神を常に胸に抱いて、精いっぱい
この時代を泳いでいってほしいです。
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■飼い犬が死亡したときや飼い主の氏名や住所が変更
になったときは届け出をお願いします

■集合注射会場で受ける場合の注意事項

■指定動物病院で受ける場合
　（指定動物病院は裏面に記載）

き り と り 線

▲鑑札は必ず持参ください

［参考］

白高と白女、それぞれの思い


